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1 事業の成果

2018年度も皆様のご支援とご協力を賜 り実り多い活動を展開することができました。大変にあり

がとうございました。RDA Japanは ご存知の様に 2004年 に国税庁より認定 ⅣO法人に認定されまし

た。 (現在は東京都の管轄)以来、障がい者乗馬及びホースセラピーの分野においてのパィォニアと

して、普及啓発活動と人材育成事業に取り組んでまいりました。2018年度は 5年に 1度の認定審査の

年であり、厳しい書類審査と現地審査を経て、無事認定 PO法人としての更新を完了する事が出来まし

た。本当に活動現場の皆様、そしてご支援いただいている皆様のお陰と、心より感謝申し上げます。

さて、昨年度の活動の報告としましては、普及啓発事業は新たに千葉県に 1カ所準ユニットが誕生

致しました。他にもユニットヘの登録を希望される団体もあり、準ユニットとして活動を行なう為に

準備をして頂いています。また、更新を迎えたユニットは全て継続更新をされ、現在全国で 28団体

が RDA Japanのユニットとして活動を展開しています。

昨年 リニューアル したガイ ドブックも今年度は昨年以上に多くの方に支持されています。会報は

今年度も 1月 ・4月 ・7月 。10月 と発行 し、講習会の様子、研究集会の様子、活動の様子など、今年

も情報 と皆様の笑顔を発信致しました。 7月 号では発行 100回 目を迎えることが出来ました。HP
とFacebookを 随時更新 し、タイムリーな情報提供を心掛けました。一般の方からのお問い合わせも

増えて、以前より障がい者乗馬のニーズが高まっていることを実感致しました。

人材交流は 9月 に千葉県ホースプラネットさんで講師を派遣 し、RI)A講習会を開催 しました。半日

の中で講義と実技を行なったため、短い時間ではありましたが、充実した内容であったとの感想を

頂いております。西日本障がい者のための乗馬主催の講習会を RDA Japanユニットでもある福山ホ

ースクラブ。まきばが行ないました。2日 間で先生方をお招きしての講演や体験乗馬含めた楽しい乗

馬レッスンという内容でした。11月 には公益社団法人全国乗馬倶楽部振興協会主催で、海外より講師

を招聘しての障がい者乗馬・ホースセラピー講習会が全国4か所 (北海道・福岡・兵庫・栃木)で開催

され、RDA Japanイ ンストラクターやユニットの関係者も各地区に参加 しました。指導方法や安全確保の

手法、馬の分析等を学び今後に活かせる内容となりました。

2月 23・ 24日 には、青少年オリンピック総合センターにおいて、日本治療的乗馬協会・全国障害

者乗馬協会・ハーモニィセンター・ R D A Japanが ゆるやかネットワークとして共催 している治療

的乗馬研究集会が開催され、RDA Japanか らも 4名 が発表させて頂きました。また、今回はゆるやか

ネット事務局より交通費・宿泊費の助成が出たことにより、遠方の方も多く参加 され、普段交流で

きない方々と情報交換を行 うことが出来ました。

年度末の恒例行事である写真コンテス トは、人馬一体で楽しむ姿を捉えた、素敵な作品が今年も

沢山寄せられました。ボランティア表彰・馬表彰も今年は 3名 のボランティアさんと 2頭の馬が表

彰されました。

人材育成事業につきましては、講習会においては、基礎から応用までの講習会を関東、九州地区で

数多く開催致 しました。これから障がい者乗馬を学びたい方々や会員様のご紹介をきつかけにボラ

ンティアとして参加 された方々と、様々な年代や立場の参加者同士が繋がりを持ち、活発な意見交

換を行ない、知識・交流を深め合 う事が出来ました。ベテランのボランティアさんと次世代を担 う

ボランティアさんの交流は、今後の障がい者乗馬を支える上で欠かせない場 となります。今後も講

習会の開催、ユニットの交流を定期的に行ないたいと考えてお ります。

インス トラクター資格講習会と試験は、11月 、12月 、1月 、3月 に神奈川県、 2月 に福岡県にお



いて開催を致しました。今年度も実行委員長、準備スタッフ、事務局が協力することで、開催まで
スムーズに運ぶことができました。また、今年も「RDA活動実技試験」を神奈川県と福岡県の 2か所
で開催し、4名 の方が合格致しました。近々新たなインス トラクターが誕生することを心待ちにし

ております。

以上が事業報告となりますが、2018年度も充実の一年を送る事が出来たと思っております。
大変にありがとうございました

2 事業の実施に関する事項

(1)普及・啓発事業 (事業費の総費用 【327,481】 円)

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

実 施

場 所
従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人   数

事業費の
金額

会報発行 RDA Japan活動の広い周知と理
解を求めること、各地域組織の情
報交換を目的として年 4回発行。

2018年 4月
7月
10月

2019年 1月

事務局 3名
RDAJ活動支援
者・団体 。その

他会報希望者
多数 172,040円

RDA活動の
ためのガイ
ドブ ックの

配布

ガイ ドブックの配布。
通年 事務局 1名

RDAJ会員・RD
A活動に興味の

ある方
0円

パ ン フ レ ッ

トの作成

RDA活動・障害がい者乗馬に興
味がある方、既に活動をされてい
る方にわかり易く解説 した携帯
サイズのハンドブックの制作。

通年 10名
RDAJ会員 。RD
A活動に興味の
ある方
多数 0円

リボンマグ
ネ ットの配
布

東京大崎ロータリークラブ様が 2

006年度にRDA Japanの為に制
作して下さったリボンマグネッ
トを  部配布。

通年 事務局 1名 多数

280円

HPの 充実
と有効活用

HPに加え Faceb∞kも開設 しリ
ンクすることで RDAJを広く周
知。

通年 事務局 2名
RDAJの 活動に

関心がある人

多数 0円

障がい者乗
馬を行いた
い団体・個
人等への人
材交流

全国各地の障害者乗馬を始めた
い団体や、ユニットの講習会や

イベントなどへ、医療関係者や

インス トラクターなどの人材の

紹介や派遣し、助言・支援する。

通年 2名

RDA活 動 に興

味がある人・かか

わっている人・ア

シス トイ ンス ト

ラクター 0円

RDA Japa

写真 コンテ
ス ト

障がい者乗馬の活動現場において、
その日々の活動や競技会、」イベン

トなどで記録した写真点の応募が
あり、2017年度も第 11回 RDA
Japan写真コンテス トを開催した。
【RDAJ賞】

 (パカポコ山口)

【審査員特別賞】

 (ビ ッコロファーム)

【入 賞】
 (RDAた ま)

(パカポコ山口)

2019年 3月 事務局 3名
障がい者乗馬活
動 に 参 カロした

方々

多数

10,720円



|ボ ランティ
ア・馬表彰

RDAの理念に則 り活動している
ユニット・準ユニットを支え、貢
献してきたボランティアと馬をR
DAJが表彰。
【ボランティア表彰】

 (RDAたま)

 (RDAた ま)

【馬表彰】
どさお号 (パカポコ山口推薦)

ステラ 号 (ホ ースセラピー馬んま

る推薦)

かん助 号 (ホ ースセラピー馬んま

る推薦 )

2019年 3月 事務局 3名
日本国内で障が
い者乗馬に関わ
る人・馬

多数

17,771円

ユニット認
定

新規にユニットに加入を希望する団体
の活動状況を審査し、ユニット認定を

行う他、認定期間 3年を経過した団体
の継続手続きを行った。

【新規 :1 団体】
RDA千葉 (準ユニット)

【継続 :3団体】

NPO乗馬 とアニマルセラヒ
°―を考える会

(準ユニット)

RDAた ま (ベースユニット)

瀬野川乗馬倶楽部 (ベースユニ ッ
ト)

通年

千葉県

岩手県

神奈川県

広島県

5名

ユニッ ト加入希
望団体

多数

0円

シンポジウ
ム

J]]RA・ JIし 1ヽ)・ ハーモニーセンター・
RDAJ共催の治療的乗馬研究集会
を開催。

2019年 2月 23日

24日
東京・代々

木

青少 年 オ

リン ピ ッ

クセ ン タ

10名 障がい者乗馬関係

者及びRDA活 動

に興味のある方

多数

25,500円

ユニット会
議支援

ユニット会議の支援を行なった

61,512円

協賛広告 東京乗馬倶楽部主催東京馬術大
会プログラムヘの協賛広告

大会開催時 1名 障害者馬術及び障

がい者乗馬に興味

のある方

多数 0円

オ リジナル
グッズ

RDA Japanオ リジナルグッズの

販売 通年

3名 障がい者乗馬関係

者及びRDA活 動

に興味のある方

多数

11,988円

ガイ ドブッ
ク有償配布
原価

通年 経理部 1名
27,670円

(2)人材育成事業 (事業費の総費用 【1,056,714】 円)

事業名 事 業 内 容 施
時

実

日

施
所

実
場

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び
人   数

事業費の

金額



講習会
川でヘルパー講習会 (総合)

でヘルパー講習会を開催

阜でヘルパー講習会を開催

岡でセミナーを開催 した。

岡で④課目講習会を開催

奈川で③課目講習会を開催

奈川で④課目講習会を開催

奈川でヘルパー講習会 (総合)

した。

た。

■C
」
~ 目

た。

た。

を開催 した。

を開催 した。

2017年 4月 15日

16日

2017年 7月 30日

2017年 10月 1日

2017年 10月 28日

2017年 11月 26日

2017年 12月 2日

3日

2018年 1月 13日

14日

2018年 1月 27日

28日

Ю18年 2月 11日

馬 っ こ パ

ー ク い わ

て

石 川 県 馬

事公苑

東京都稲城

市 (な かよ

しちびっ子

広場)

RDA飛騨高

山

麻生 リハ ビ

リテーシ ョ

ン 大 学 校

(専 門 学

校)

恵光園

中 田馬 の

病院

中 田馬 の

病院

中 田馬 の

病院

2名

3名

2名

2名

2名

3名

2名

3名

2名

講習会参加者
12名

講習会参加者
32名

講習会参加者
15名

講習会参加者
14名

講習会参加者
15名

講習会参加者
9名

講習会参加者
5名

講習会参加者
5名

講習会参加者
10名

704,366円

352,3`憂;円

川でヘルパー試験 (総合 )

催 した。

岡で③課目試験を開催した。

岡で④課目試験を開催した。

奈川で③課目試験を開催

奈川で④課目試験を開催

奈川でヘルパー試験 (総合)

た。

た。

開

を開催した

2017年 7月 30日

2017年 12月 2日

2017年 12月 3日

2018年 1月 14日

2018年 1月 28日

2018年 2月 11日

石 川 県 馬

事公苑

恵公苑

恵公苑

中 田馬 の

病院

中 田馬 の

病院

中 田馬 の

病院

3名

3名

2名

3名

2名

2名

受験者

受験者

受験者

受験者
14名

受験者
6名

受験者
9名

2名

6名

4名

インス トラクター

資格試験

認定申請者 1名

0円

はインス トラクタ

格認定を新たに 1名行った。

017年 成育
会

材
員

人
委

3名
インス トラクター

資格認定・更新手

続き



決 算 報 告 書

第 18期

自 平成30年 4月 1日

至 平成31年 3月 31日

特定非営利活動法人 RDA Japan

東京都町田市真光寺町302番地25



活 動 計 算 書
[税込](単位 :円 )

特定非営利 ./r RDA Iapan 自 平成30年 4月 1日  至:平成 31奔13月 31日

【経常収益】

【受取会費】

正会員受取会費

【受取寄付金】

受取寄付金

【受取助成金等】

受取助成金

【事業収益】

啓発・普及事業収益

人材育成事業収益

【その他収益】

受取 利息

経常収益 計

【経常費用】

【事業費】

啓発・普及事業

人材育成事業

(人件費)

人件費計

(その他経費)

その他経費計

事業費 計

I管理費】

(人件費)

給料 手当

人件費計

(そ の健 費)

報酬料

会 議 費

旅費交通費

通 信 費

事務消耗品費

広告宣伝費

新聞図書費

租税 公課

支払手数料

雑   費

その他経費計

管理費 計

経常費用 計

当期経常増減額

【経常外収益】

経常外収益 計

【経常外費用】

経常外費用 計

税引前当期正味財産増減額

182,840

85,114

1,064,435

187,893

43,475

30,756

630

8,215

151138

_____________1生 L』1`1:1__

________ユ エ≦1:≧:lLs3:L_

226,500

__188L001_

429,(Ю 0

1,510,000

1,050,000

614,500

327 481

984,296

3,603,509

_■型■墨L

__」ユコ聾L

0

0

60().000

600.000

396,176

0

翌Q_I⊆

___と塑ユ里L



活 動 計 算 書

特定非営利活動法人 DA Ta Dan 自 平成30年 4月 1

[税込](単位 :円 )

至 平成31年 3月 31日

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

396,176

4,52■ 163

__ム 塑 曇≧



貸 借 対 照 表
特定非営利活動法人 RDA Japan [税込](単位 :円 )

平成31 3 31

資 産 の 部 負 債 の 部

科   目 金  額 科   目 金  額

107,400

3,000

48,988

159,388

側

金

金

金

頸

払

受

り

麟

未

前

預

流動負債 計

華:苺:華華ミ澤疏懸,it重終首
=革

:轟

正 味 財 産 _の 部

4,525,163

396,176

4,921,339

【正味財産】

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

正味財産 計

36,232

624,358

2,949,045

3,609,635

1,460,592

1,460,592

5,080,727

10,500

10,500

【流動資産】

(現金・預金)

現   金

普通 預金

郵便 貯金

現金・預金 計

(売上債権)

未 収 金

売上債権 計

(棚卸資産)

貯 蔵 品

棚卸資産 計

流動資産合計

三年1専RSiOおヨ毎室:尋桑嗽警苺義■合針事毒葺1等:普 奪r雄彗壷嗜,″, 1:11=::1:製燎霧

`掟

蘇朗峰織‖:,11::暴驚::

薗機轟駆麗圏

蜻轍翻璽熙



16 28

平成30年度  計算書類の注記

生定左 活動法人 RDA Japan

重要な会計方針
計算書類の作成は、 躙 法人会計基準 によつています。

〈1)棚卸責産の評価基準及び評価方法
有形固定資産・・ ・̈建物場定額法、建物以外は定率法

(2)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理の会計処理は、税込方式に処理しています。

2.事 業別損益の状況

管理部門 合計事業 事業 事業部門計人材育成事業科 日 啓発・普及事業

429,000
1,610,000
1,060,000
614,500

9

０

０

０

Ю

０

ま

9

429,000
1,510,000
1,050,000

3田,0∞226.500

3.603.5092,989,009614,5002お,КЮ ■ほ,000

600, 000
0

0

6(Ю ,0∞

600,000∞0,0∞_

ま)1,(40
95,239

1,090,790
197,440
97,016
202,796
26,130
507,438

8,215

75,138
5,241

119.000
10,175
26,355
9,547

53,541

172,04Ю

25,500

507,438
0

60,000
700

0

182,840
85,114

1.(164,435

187,893
43,475
30,756

630

8,215
15,138
4,541

●400
53,541

172,040
25,500

10,000

60,000

109,∞0

10,175

26,355
3.147

507,438

700

2.(H07.3331.623.037984,296327.481 656,815
3,207,3332.223.037螢,4,:″065Q815322迎ll

3%765,972-369,796-100,981 -268,015

:~凛常収菫
~

■.受取会費

'.受
摯書附全

,.■取助蔵全●
|.事独収菫

`・

その也収摯
昼奮瞑菫:|

■ ■8朝
0人 件費

綸

"手

当
』朧綸

"■
月

籠劇澤
=賽

(1'動

級

轟,

艦
議
‐

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額



財 産 目 録
特定非営利活動法人 間A Japan [税込](単位 :円 )

平成 31年 3月 3 日 輝711

《資産の部》
【流動資産】

(現金・預金)

現   金

普通 預金

郵便 貯金

現金・預金 計

(売上債権)

未 収 金

売上債権 計

(棚卸資産)

貯 蔵 品

棚卸資産 計

流動資産合計

資産の部 合計

36,232

624,358

2.94‐9.045

3,609,635

1

10,500

1,460,592

L400,592_

回
金
金
金
「

負

　

　

　

‘

賢

鰤
郡
受
ぃ
囃

闘
未
前
預
潤

《負債の部》

5,080,122

____1塁LttL

5,080,727

___ユ 塾 塑L

4,921.339

107,4(XD

3,000

48,988

負債の都 合計

正味財産



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2018年度年間役員名簿 (歯事業年度において役員であつたことがある全■の氏名及び住所又は層所並

びにこれらの者についての前事業年度における颯酬の有缶を出菫した名簿)

登農撻襲哩勘法人」墜山四

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間
報酬 を受 けた期間

(該当者のみに記入)氏   名

1
濯障
ヽノ

監事
ナカタ マサ トシ 30年

31年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年  月  日中田 順寿

2 ・監事
ツチヤ マキ 30年

31年

4月  1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日土谷 麻紀

3 ・監事
ナカタ キギヌ 30年

31年

4月  1日

3月  31日

年=   月   日

年 月 日中田 希衣

4
〇

監事
タマイ カオリ 30年

31年

4月  1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日玉井 香織

5
o監

事

ウエダ チエ
30年

31年

4月  1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日上田 千恵

6 o監
事

マサキヨ クミコ 30年

31年

4月  1日

3月  31日

年

年

月   日

月 日正清 久美子

7
・監事

イシイ タカヒロ 30年

31年

4月  1日

3月  31日

年 月

月

日

日年石井 孝弘

8
監事

カシワムラ フミオ 30年

31年

4月  1日

3月  31日

年  月  日

年 月 日柏村 文郎

9 監 事
キソ ヤスオ 3011ニ

31年

4月  1日

3月  31日

年

年

月

月

日

日木曾 康郎

10
′鍾事ヽ 監事
ヽノ

イケダ シグル 30年

31年

4月  1日

3月  31日

年  月 日

日年 月池田 茂



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

11 監事理
サノ カズオ 30年

31年

4月  1日

3月  31日

日
　
　
日

月

”
月

年

　

年佐野 一夫



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法 RDAJ n

氏   名 住 所 又 は 居 所

1

中田 順寿

2

土谷 麻紀

3

上田 千恵

4

石井 孝弘

5

岩下 香織

6

中田 希衣

7

正清 久美子

8

柏村 文郎

9

木曾 康郎

10

池田 茂

11

佐野 一夫

12


